
令和６年度 

本町小学校 6 年生  
 

 

       明日への扉～柳沢のまちのこれからについて考えよう～ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【１１月２５日・２７日】 

「地域の方々の仕事に

ついて知ろう」 

 

 

【１月２７日】 

「柳沢のまちのこ

れからについて

考えよう」 

 

  

・地域活性のための計画を立て、実践する活動を通して、地域の人々の多様な願いや思

いを理解するとともに、地域の一員として自分ができることを考えることができる。

また、積極的に社会に参画しようとする態度を育てる。 

 

 

ま と め 

自分たちが暮らす柳沢のまちの将来について、みんな

で考えました。まずは、柳沢のまちのいいところ、足り

ないところについてみんなで確認しました。そして、「人

が優しい」というよいところはなくさずに、まちは発展

していってほしいという自分たちが住むまちへの思い

を共有することができました。 

１年間を通してＩＣＴ機器を活用しながら総合的な学習の時間を進めてきました。１学期には興味のある職業

について調べ、仕事の内容について学習しました。２学期にはさらに興味のある仕事について詳しく、また、そ

の職業に就くために必要なプロセスを調べました。また、どんな職業でも、コミュニケーション能力の大切さや、

相手を思いやる気持ちが大切だということを知りました。そして、３学期には自分が住む地域を活性化させるた

めの方策を考えました。これらを通して、働くことに対する理解や自己理解を深め、さらに社会参画意識を高め

ていければと思います。 

【１月３１日】 

「将来の柳沢のまちのために、自分たちができることを考えよう。」 

 

 

 

地域の方々６名から、仕事内容や、仕事をする上で大切

にしていることなどをお話していただきました。ＩＣＴ

機器や実物を用いた説明で、様々な仕事について知るこ

とができました。同時に、働くことは大変だけれどお客様

に感謝されるとうれしいなど、やりがいについても理解

を深めることができました。 

柳沢のまちが、住民にとって幸せに暮らせ

るまちであるために自分ができることを考え

ました。これまでに調べた仕事のことも関連

付けて、「イラストレーターになって、まちの

ゆるキャラをつくって盛り上げる」「鉄道会社

で働き、ラッピング列車をつくって柳沢のい

いところをアピールする。」など具体的に考案

し、ＩＣＴ機器を活用してまとめることがで

きました。 


